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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・看護グループ内研修のお知らせ

· 3月12日（月）・3月13日（火）17：20より、メンタル３階会議室にて「救急対応」
「点滴ラインの取り扱い」（看護スタッフのみ）のテーマで行われます。
所定のフォルダに当日の出欠予定を入力して下さい。
・身だしなみ月間目標
「今年度の身だしなみチェックが終了しました。チェック表を参考に身だしなみの振り返りを行い、新年度を迎えましょう」
・平成２４年度入社式を、4月2日(月)13：00～メンタルケア病棟４階千葉記念講堂
で行います。病棟留守の職員以外は全員参加となります。
※職員はユニフォーム・ネームプレート着用の上、１２：５０までにホールに集合し、
着席して下さい。
・H24年度36協定届出に際し、職員代表候補を下記の通り選任致しました。
①病院・青山荘　　　　　　　　　　　　　阿部大
②南山・居宅　　　　　　　　　　　　　　庭田円
③南寿の里　　　　　　　　　　　　　　　和田美代子
④本部・訪問看護介護五福・出向者　大山栄光　

投票は次の要領で行います。

◆日 時◆Ｈ２４.３.５（月）～Ｈ２４.３.９（金）
　　　　 　　 ８：００～１７：００
◆投 票 者◆正職員全員（棄権は認められません）
◆投票方法◆記名式で、「信任」「不信任」のどちらかに○をつけて下さい。
　　　　　　　　「不信任」の場合は、その理由及び推薦する職員名を記載して下さい。
◆投票場所◆各施設の打刻機に投票箱を設置しております。一人一枚、自分の所属部署を記載し、ご投票願います。
・現在、職員寮である「ルーブル14」が2部屋空いております。そこで、入寮希望者を募りますので、ご希望の方は総務チームまでご連絡ください。
・中間サマリーと二軸評価を3/15までに行うようにして下さい。ホワイトボードにチェック表を貼っておきますので、終了した方はチェックを忘れないようにしましょう。

＜患者様連絡事項＞

・中居　松男様～夜間の睡眠状態不安定にて、予測指示で出ていたフルニトラゼパム(1)1Tが主

治医より以後、定期にて処方となる。今後も睡眠状態の観察と訴えのある時はその都度、対応して他者トラブルのないようにしていきましょう。

・大釜　万知様～3/10～3/11にて外泊希望あり。外泊前後の状態の観察をしていきましょう。

· 坂本　秀男様・金沢　洋子様～尿検査にて異常値あり、主治医へ情報提供し特に訴えない為、経過観察の指示あり。排尿状況の観察をしていきましょう。

· 定期採血始まっています。針刺し事故などに注意していきましょう。

＜注目患者様評価・検討＞

・滝田　英人様～表情の冴えなさ目立っている。作業中は居眠りしており、眠気が強い様子。夜

間の睡眠状態を観察していきましょう。右手のしびれを訴えている時もあるので、その都度、観察・対応していきましょう。

・布施　邦雄様～外泊より帰院後、気分上昇気味で経過している。表情は硬い。自分でも調子悪いと話している。顔面のむくみ（瞼の浮腫）も見られている。訴えある時は、その都度、対応していくようにしましょう。

＜田名部Drケースカンファレンス＞

・菊地　明子様～現在は比較的落ち着いて過ごしている。料理の本を送ってほしいと父に頼んでいる。本人の訴えを傾聴しながら、関わっていきましょう。今後、八戸在住の家族と面談を実施していく予定。

診察→「一番ひどい時よりは落ち着いてきていると思いますけど」と話している。先週の施設体験利用してから、料理の本を読みたがったりと意欲面でも良い状況が見られている。今後も青山荘入所の方向で話を進めていく。

・倉橋　生子様～青山荘入所について、本人「気を使うんだよね」と、あまり、のり気ではない様子。本日は、放歌したりと落ち着きない。本人の訴えを傾聴しながら、関わっていきましょう。

※青山荘入所の判定は、まだ、決まっていない。五日市様、倉橋様、菊地様の順で行っていく予定。

診察→最近の調子については、同室者に対しての多訴性は特になく経過している。青山荘の体験利用をしてから、現在に思うこととしては「人付き合いに慣れている人達が多い」と映ったようである。しばらく他者の意見などを聞きながら検討して頂く。

・林　田鶴子様～本日15時から外泊予定。小声での独語目立っている。日中は臥床がち。現実的な話し掛けには現実的な返答できている。

診察→「今日の昼の薬を飲んでから、刃物での切れ味というか、そういう感じがしました」と体感にからめた談話がある。また、本日の外泊については「自分の進む道を考えます」と話したりしている。その都度、現実検討を促していく必要がある。

※本日、褥創についての勉強会を行っています。


























































